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1. はじめに 

近年, スマートフォンの普及率が高くなって

いる．このスマートフォンの問題点としてバッ

テリの持続時間があり, 消費電力の低減が重要

な課題になっている. 

Android 搭載のスマートフォンは, 無操作状態

にあってもバックグラウンドで通信を行ってお

り, この通信によって電力を消費する[1]． この

バックグラウンドにおける電力消費を低減する

方法として，Android 6.0 以降には通信デバイス

を一時的に省電力化する Doze という機能が実装

されている[2]. 

本稿では, 通信デバイスの断続的無効化によ

る省電力手法について考察する.  

2. 通信デバイスの断続的無効化による省電力 

省電力手法の一つとして通信デバイスの断続

的無効化がある. 

これは, 通信デバイスを一定時間 OFF にし, 

短時間 ON にするという動きを繰り返し, この

短い ON の時間に通信を行うという手法である. 

これにより, 通信デバイス ON 状態と通信デバ

イス OFF 状態の消費電力の差の分の電力を節約

できる手法である. Doze もこれに類似，関連し

た手法と考えることができる.  

この方法では, 図 1 の様に通信デバイスを ON

にした直後(5 秒程度)と, OFF にした直後(3 秒程

度)に, 一時的に消費電力が増加するという問題

がある. よって，一時的増加により増加してし

まう消費電力量を上回る十分長い OFF 時間を確

保する必要がある．一時的に消費電力量が増加

する理由としては，デバイス ON 直後にアプリ

ケーション群がデバイスの ON をトリガに通信

を行っていることや，デバイス制御の処理に起

因する負荷などが考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 の例では，通信デバイスの一時的な無効化

により，A1 および A2 の分の消費電力の増加と, 

B の分の消費電力の減少を招くこととなる．よっ

て，消費電力の低減を目的に通信デバイスを一

時的無効化する場合は 
A1 + A2 < B  (1) 

を満たしている必要がある. また,  
A1 + A2 = B  (2) 

となる OFF時間を BET(Break Even Time)と呼ぶ. 

 
図 1, 通信デバイス ON/OFF時の電流変化 

 

3. 通信デバイス ON/OFF 時の消費電力 

実 Android 端末を用いて，通信デバイス ON 状

態と OFF 状態の消費電力の差, 通信デバイスを

ON/OFF した直後の一時的な電力消費の増加を調

査した. 

実験端末として Nexus 7 (2013)を用い，通信デ

バイスとして無線 LAN 通信(Wi-Fi)を用い電流量

の推移を調査した．電圧は一定であると仮定し，

電流の測定をもって消費電力の測定とした．通

信に必要なアプリケーションが必要なため，Nov 

6, 2016 時点での Google Play Store ランキング上

位 20 個までをインストールし，さらに端末のス

クリーンによる電力消費を一定にするため，

Wakelock によりスクリーン ON を保持するアプ

リケーションを動作させた状態で測定した.  

測定結果を図 2 に示す.本測定では，22 秒にて

Wi-Fi デバイスを OFF に，222 秒に ON としてい

る．図より，Wi-Fi デバイスを OFFにした直後に

電流が増加していることがわかる. 同様に, Wi-

Fi デバイスを ON にした直後も増加しているこ
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とがわかる. これより，Wi-Fi の ON/OFF 時に消

費電力は図 1 のモデルと類似の振る舞いをする

ことが確認できる. 
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図 2,通信デバイス ON/OFF時の電流変化(計測値)  

 

4. 電流値の観察による BET の推定 

BET の推定方法として，観察した電流を積分

して推定する手法がある[3]．BET は，図 1より 
BET = (A1 + A2) / b  (3) 

で推定できると考えられる． 

前章のデバイスを用いて 4 通りの条件で電流

値を観察し，積分値より BET を求めた．いずれ

の条件でも Wi-Fi デバイスの ON 時間は 30 秒と

し，OFF 時間は 50 秒, 100 秒, 150 秒, 200 秒の

いずれかとした. この観察結果に式(3)を適用し

て推定した BET を表 1 に示す．表より，OFF 時

間に依らず BET は 56秒程度であることが分かる． 

 

表 1,計算による BET の推定結果 

OFF時間[秒] BET[秒] 

50 58 

100 56 

150 55 

200 54 

 

5. OFF 時間と消費電力の関係 

本章では, 通信デバイスの OFF 時間と消費電

力の関係を評価する.  

Wi-Fi の ON 時間が 30 秒, OFF 時間が 25 秒, 

50 秒, 100 秒, 150 秒, 200 秒, 250 秒, 300 秒, 

400 秒, 500 秒の 9 通りの条件で，Wi-Fi の

ON/OFF を繰り替えし,バッテリ残量(Capacity %)

の推移を観察した．また，比較のために常時 

Wi-Fi デバイス ON でのバッテリ残量も測定した．

図 3 に，各条件にてバッテリ残量が 100%から

75%まで減少するのに要した時間を示す. 図より, 

OFF時間 200秒から 300秒程度で，常時 ONの測

定結果と Wi-Fiデバイスの ON/OFFを繰り返す計

測の測定結果が近くなっていることが分かる. 

そして，400 秒以上にて，デバイス ON / OFF を

繰り返す手法における時間が長く(単位時間あた

りの消費電力量が少なく)なっていることが分か

る． 

前章の積分による推定では BET は 56秒程度と

予想されていたが，実際に常時 ON と同程度に

なったのは OFF 時間が 200 秒から 300 秒程度で

あると予想され，推定は必ずしも正確でないこ

とが分かる．これは，バッテリデバイスから得

られる電流値の精度などが原因であると考えら

れ，より正確な BET の推定にはバッテリデバイ

スの特性を考慮した補正が必要であると考えら

得る． 
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図 3, capacity100%-75%までの所要時間 

 

6. おわりに 

本稿では, 通信デバイスの省電力手法の一つ

として Wi-Fi デバイスの有効化と無効化を繰り返

す手法を紹介し，その BET の推定手法に関する

考察と評価を行った．評価の結果，従来の手法

では正確な推定は必ずしも実現できないことが

明らかになった.  

今後は, より正確な推定手法について考察し

ていく予定である. 
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